
産業建設常任委員会 
 

日 時  令和７年１月２１日（火）午前１０時００分～ 

場 所  全員協議会室 

 

 

１ 開議 

 

 

２ 行政報告 

【まちづくり推進部】   

（１）全国都市緑化フェアに伴う亀岡運動公園再整備及び京都・亀岡保

津川公園整備について             

 

 

３ その他  
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令和７年１月２１日（火） 

まちづくり推進部 都市整備課 
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亀岡運動公園再整備について 
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※フェア対応
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パースイメージ（体育館エリア）
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パースイメージ（競技場エリア）
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大型遊具イメージ

（2）亀岡運動公園におけるボリュームイメージ

アイテムをバランスよく配置した複合遊具（H＝8m）

P8

※あくまでも規模感を示したものであり、デザインや仕様は、
　今後のプロポーザル方式により決定します。



P9

ボードウォークイメージ

※色彩は、今後決定していきます。



 
 
 
 
 
 

 

〇工事スケジュール（体育館エリア） 

ボードウォーク 

R7.6～12 

メイン花壇 

R8.１～R8.9 

メモリアルゲートブリッジ塗装 

R7.6～R7.12 

公園レイアウト変更に伴う給排水・電気設備工事 

R7.11～R8.3 

園路改修（インターロッキング） 

R7.12～R8.3 

国道 372 号地下道塗装 

R7.6～R7.12 
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〇工事スケジュール（競技場エリア） 

メイン花壇 

R8.１～R8.9 

野外ステージ観覧席整備 

R7.3～R7.8 

野外ステージ塗装 

R7.3～R7.8 

メモリアルゲートブリッジ塗装 

R7.6～R7.12. 

大型遊具 

R7.4～R8.3 

犬飼川沿い園路整備 

R7.3～R7.8 

公園レイアウト変更に伴う給排水・電気設備工事 

R7.11～R8.3 

園路改修（インターロッキング） 

R7.12～R8.3 

国道 372 号地下道塗装 

R7.6～R7.12 
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京都・亀岡保津川公園について 
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〇工事計画図（案）（京都・亀岡保津川公園） 

湿地帯エリア整備 

R7.10～R8.3 

園路整備 

R7.6～R8.3 

井水配管整備 

R7.6～R8.3 

上下水道整備 

R7.11～R8.3 

※工事計画図（案）については、現時点の案であり、今後、実行委員会等で検討され整備計画が確定することとなります。 
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産業建設常任委員会 令和６年度活動の総括 

【Ｒ６テーマ：農林業の推進による産業イノベーションの創出】 

 

委員名 今年度のふりかえり 

林委員長 「農林業の重要性を深く追求し本市の可能性を見出していく。」この点を

テーマに想いを乗せ、委員会において議論と活動を進めてきた。本市の魅

力でもある農林業の衰退は、持続可能な社会づくりの未来に大きな影響を

与えることに成りかねない。視察についてもこれからの事業推進において、

とても参考となる充実した機会となった。現在、取り組むオーガニック農

業やこれから取り組むプラントベースフード事業などの促進が本市の更な

る発展につながり、何より、オープンイノベーションセンター亀岡を拠点

としたグリーン・イノベーション構築にも更なる成果と実績を重ねられる

ような取組を後押ししていきたい。 

片山副委員長 今年度は農林業に関連した産業イノベーションの創出がテーマとなり、

ＯＩＣＫとも関連付けながらテーマ実現に向けての課題整理が重要である

と実感した。 

そのためには行政視察で見聞した宇部市の産業イノベーション相談体制

の充実、下関市のジビエ施設の経営ノウハウ、岡山理科大学の好適環境水

の陸上養殖などは、成功事例として大変参考になった。しかし亀岡市で何

をどのように実現していくか、具体的に示せなかったことは残念であった。 

農作物の高温障害対策、有機農業の除草対策、林業作業の省力化機械の

開発、水耕栽培と連携した陸上養殖など、新しい技術開発に意欲的に取り

組む企業が出てくることを期待したい。 

法貴委員 今年度、産業建設常任委員会は「農林業の推進による産業イノベーショ

ンの創出」をテーマに、地域資源を活用した新たな産業モデルの構築に向

けて活動してきた。事務事業評価では、森林活用推進事業経費を拡充と評

価し、森林資源解析結果やレーザ林相図等の資料を有効活用し、持続可能

な森林資源の利用促進を促すとともに、豊かな森を育てる基金を積極的に

活用し、適切な森林整備、将来を担う林業従事者の育成に取り組むよう要

望した。１０月には森林組合に導入された自走式重機「プロセッサ」の実

演視察に伺った。作業の効率化や負担軽減にもなり若手の担い手確保に繋

がる救世主となることを期待したい。また、亀岡の農産物を全国に発信す

るため、地産地消の更なる推進や、消費者のニーズに応じた高付加価値商

品の開発を検討していく必要がある。そのためには、７月に視察した宇部

市のうべスタートアップの取組を参考にし、ＯＩＣＫを中心に起業、創業

を目指す若者のサポートを積極的に行っていく必要がある。 

  



 

委員名 今年度のふりかえり 

山木委員 今年度のテーマは、農林業の推進による産業イノベーションの創出であ

り、森林活用推進事業経費では、森林環境譲与税は基金に積み立てられて

いるがさらに森林の保全資源の循環利用などにも活用を広げるように期待

する。また、豊かな森を育てる基金もさらに活用を進め、さらなる森林整

備の拡充を望む。 

そして、昨年４月２５日に完成したスマートアグリハウスの視察では、

水耕栽培の先端技術による産業イノベーションやバイオ技術による高付加

価値の農業を目指し地域経済の活性化に期待する。 

視察においては、岡山理科大好適環境水でのウナギ養殖、また、ヒラメ

の陸上養殖を視察し、海水を使わず場所を限定しない未来型の魚類養殖シ

ステムを拝見し、是非本市でも取り組めるように研究を進めたい。 

小川委員  農林業の推進により産業イノベーションの創出は、本市において課題で

ある。今年度のテーマに関連した行政視察を５月２１日・２２日行った。

山口県宇部市では、うべスタートアップの取組、山口県下関市では、ジビ

エ有効活用推進事業について、岡山県倉敷市では観光振興施策について、

それぞれ現地調査を行った。また、１０月３１日の月例会では、亀岡市森

林組合を訪れ、導入されたプロセッサとウッドチッパーの実演を見学し、

説明を受け意見交換を行った。本市の魅力ある森林を手入れし守る効果は、

土砂災害を防ぎ、木材資源の活用、有害鳥獣対策にもつながる。農林業推

進が進むと資源循環にもつながると感じた。人材育成と、民間企業との連

携、有害鳥獣対策も民間活用と駆除された資源の有効活用ができる仕組み

や施設が検討できればと思う。今後の常任委員会の取組としては、農林業

の推進の取組について継続で調査研究し提案できればと思う。令和８年に

開催される全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波の継続的な効果を願う。最後

に委員会として継続してテーマに取り組むには、正副委員長は２年制が良

いと考える。 

  



 

委員名 今年度のふりかえり 

齊藤委員 委員会としては、やはり問題のＯＩＣＫであるが、起業家育成はなかな

か難問のようである。本市の企業人が現状で手がいっぱいなのか、満足な

のか。ＯＩＣＫ以外の異業種交流で新規事業開拓されているのか知る由は

無いが、商工会議所というより、会員に行き渡ってないのではないかと考

える。 

ＯＩＣＫ事務局も東京展示会等積極的に市内企業に奮起を促しているた

め、結果は欲しいが追い立てると現状企業紹介にとどまりそうで注視しな

がらも応援するべきであると思う。 

鳥獣対策のジビエ処理施設であるが、ジビエのマーケットを十二分に調

査する必要があり、需要と供給がマーケットに合致するならば、猟友会の

若返りも含めて可能なら持続可能な施設として建設を考えるべきであると

考える。 

有機農法であるが、世界の先進国はオーガニックに向かっており理想で

あるが、永年農薬で耕作してきた農地は収穫までに数年を要し、収穫量も

少ない問題があり、これを解決することが有機農家にとって最も重要であ

る。 

道路整備はいくら幹線道路を整備しても（毛細血管より動脈）国直轄の

一桁国道を２車線にしないと亀岡の発展は無い。 

委員会で９号線の２車線国道の要望を国交省のテーブルに上がるまです

るべきである。 

水道及び下水道の老朽管路整備はＧＰＳなどＩＴを導入し適材適所に無駄

ない整備を行っていただきたい。 

木村委員 今年度のテーマの成果ついては以下の３点である。 

事務事業評価については森林活用推進事業経費について、森林資源解析

結果やレーザ林相図の活用で持続可能な森林資源の利用促進と、将来を担

う林業従事者の人材育成の取組を取り上げた事、そして今後も注視し見守

ることの継続を願う。 

１０月３１日には亀岡市森林組合でプロセッサの実演見学をし、大変便

利な重機であることを委員会で確認できたことで、オペレーターの育成と

今後の活用を期待する。 

視察では、山口県下関市のジビエ有効活用促進事業で、本市でも導入を

検討する機会になったことが成果である。 

 

 



【産業建設常任委員会】 ～指摘要望事項まとめ～

議会月 区分 内容等

３月 条例

亀岡市保津川における舟
運事業等の安全の確保等
の推進に関する条例の制
定について

○条例で定める目的達成のため、関係機関
や近隣自治体と十分に連携し、景観への配
慮を含めて安全確保等を徹底されたい。ま
た、協議会において有事の際に対応ができ
るよう検討されたい。

３月 条例
川の駅・亀岡水辺公園条例
の一部を改正する条例の
制定について

○川の駅・亀岡水辺公園における宿泊キャ
ンプについては、近隣住民に十分配慮する
とともに、目的にそぐわない使用や近隣か
らの苦情等がないようしっかりと対応され
たい。

１２月 補正予算
一般会計
（第4号）

○公園緑地整備事業費において、全国都
市緑化フェアｉｎ京都丹波終了後も、整
備した公園を市民が有効に活用し、今あ
る公園の魅力をさらに発信できるよう設
計に当たるとともに、事業計画の進捗状
況を適宜議会に報告されたい。

○食農ブランド事業経費において、プラ
ントベースフードの推進事業について、
分かりやすく市民周知に努め、これまで
のオーガニックビレッジ宣言とあわせた
取組を推し進められたい。

指摘要望事項

議案等



番号 事業名 評価 意見等

1 森林活用推進事業経費 １　拡充

○森林資源解析結果やレーザ林相図などの資料を有効に活用して、持続可能な森林資源の
利用促進に努められたい。
○今後、豊かな森を育てる基金を積極的に活用し、計画的に適切な森林整備に努められた
い。また、将来を担う林業従事者の人材育成に取り組まれたい。

2
公園緑地整備事業費
（単独）

３　見直しの上継
続

○住民の声を聞き、防災や地域コミュニティなど、各地域における公園の在り方を見直さ
れたい。
○昨今の物価高騰などを考慮する中で、補助制度の見直しを検討し、地元の負担軽減を図
られたい。

3 管渠布設費 ２　現状維持

○昨今の異常気象を鑑み、短期間での大雨など想定外の自然災害に対応できるよう、より
安全な雨水排水整備事業を進められたい。
○事業完了予定日が延伸されているが、住民が安心して暮らせるよう迅速な整備に努めら
れたい。

≪産業建設分科会≫　　　令和６年９月決算特別委員会　事務事業評価結果


